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胆振については『北海道　室蘭・登別地区における精神保健ソーシャルワークの歴史と展開』
（橋本ら2018：195-205）にて報告済みである。
２．研究方法
　当該地域の精神科医療および精神保健ソーシャルワークに関連する資料・史料を収集すると
ともに，1960～90年代に同地域でソーシャルワーク実践を担ったソーシャルワーカーの吉本
政秀氏（社会福祉法人せらぴ総合施設長）と鈴木浩子氏（社会医療法人こぶし相談支援事業所
とまっぷ）に当該地域の精神保健福祉の歴史と自身による精神保健ソーシャルワーク活動の展
開についてインタビュー調査を実施した（2019年８月19日）。また苫小牧保健所の担当係長と
して当時の東胆振地区のソーシャルワーカーと共に精神保健福祉活動に尽力された西陰貞子氏
にインタビュー調査を実施した（2018年10月９日）。
　実施にあたっては書面及び口頭にて研究目的，方法，倫理的配慮につき説明を行い，同意書
に署名を得た。なお，本研究は北星学園大学研究倫理審査委員会による承認（17－研倫13号，
18－研倫22号，19－研倫25号）を得て行った。
３．研究結果
（1）苫小牧市の概況
　今回の研究対象である苫小牧市は北海道の南西部に位置し，第三次医療圏では道央に属し，
第二次医療圏では東胆振地区となる。東胆振には苫小牧市を中心とし，西に白老町，東に安平
町（2006年3月27日に追分町と早来町が合併），厚真町，むかわ町（2006年３月27日に鵡川町と
穂別町が合併）で構成されている。
　苫小牧市は苫小牧川が流れる一帯を，当時の河川名であったマコマイ（アイヌ語で「山奥に
入っていく川」）と呼ばれており，沼のあった旧樽前山神社付近一帯はアイヌ語で沼の意味が
ある「ト」の字をつけて「ト・マコマイ」と呼ばれるようになり，今日の苫小牧になった。
　苫小牧市の歴史は，1799年に勇払に会所を置き，翌年に原半左衛門とその弟・原新介が100
名の八王子千人同心が子弟を引き連れて開墾をするために勇払に移住し，現在の苫小牧市の基
礎を作ったとされる。
　1869年に，蝦夷地から北海道になり，苫小牧は胆振国勇払郡となった。翌年1870年には高知
藩より70名が勇払，千歳に派遣され開拓がはじまった。1880年に，勇払外５郡（勇払，白老，
千歳，沙流，新冠，静内）を苫小牧邑に設置，1889年には，苫小牧外15ケ村戸長役場を設けた。
1892年には国鉄室蘭本線が開通し，苫小牧駅も開業，1910年には王子製紙株式会社が苫小牧工
場，1943年には大日本再生製紙（現日本製紙）が操業，1963年には苫小牧港が開港するなど，
現在の工業の町としての発展につながっている。
121
　1919年には町村制を施行，1948年には人口３万３千人となり市制が施行され現在に至ってい
る。市域は東西39.9km，南北23.6km，面積は561.58㎢と広域で，人口は2019年10月現在171,272
人（北海道内４位の人口数），89,424世帯となっている。
　現在の精神科医療の体制は，道央佐藤病院402床（認知症治療病棟等含む。そのほか介護医
療院として60床がある），植苗病院177床，苫小牧緑ヶ丘病院111床となっている。
　
（2）東胆振地区の精神科医療の歴史 
　東胆振地区の精神科医療の歴史は精神衛生法が制定されてから５年を経過した1955年に，札
幌医科大学医局の講師であった佐藤玄一氏が佐藤医院を苫小牧市に開院したことに始まる。こ
のことにつき『苫小牧市史』には以下のような記述がある。「社会の高度化，細分化により精神・
神経病の増加，アルコール中毒者の増加が目立つようになったが，昭和三十年十月に佐藤玄一
が市内矢代町に本市ではじめてのベット
ママ
数一〇床の精神・神経科と内科の診療所を開設し，同
年十一月には閉鎖病棟の竣工によりベット
ママ
数も四八床3となり，日胆地区はじめての精神病院
となった」（堀江1976：1004－1005）。
　『道央佐藤病院40周年記念誌』の鼎談の中で，当時理事長であった佐藤常代氏は「当時，精
神病院は恐れられていまして，公聴会も開いたのですが，近くに学校があり校長を始め先生方，
住民の方々が強固に反対しました。病院を抜け出し，刃物を持って暴れるのではないか，敷地
に高い塀を巡らせてほしい，などといろいろなことを言われましたが，何度か話し合いを重ね，
塀を巡らせることなく開業することができました。（中略），その頃から鉄格子のない全開放の
病院をつくりたい，リハビリテーション中心の新しい形の病院づくりをしたい，という思いが
強くなったようです」（道央佐藤病院1995：34－35）と語っている。
　1956年11月12日から18日には，苫小牧保健所が主催し，佐藤病院も協力して「苫小牧地方精
神衛生週間」がこの地方で初めて開催された。「銀屋デパート」にて患者の作品展示や佐藤玄
一院長による精神衛生無料相談を行うほか，最終日には札幌医科大学教授（当時）の中川秀三
氏を招いて「精神病や神経症は治る」と題された講演が行われ，約300名の聴衆が集まったと
いう（苫小牧地方精神保健協会1988：30）。なお，患者の作品展示については，「作品はすべて，
長谷川（今井）峰子女史指導の大学病院の資料をお借りした」と佐藤玄一院長が記載しており
（道央佐藤病院1980：102），佐藤病院の患者の作品ではなかった様子である。「長谷川（今井）
峰子女史」というのは佐藤玄一院長が札幌医科大学に勤務していた1954年に，札幌医科大学に
入局してきた作業療法士であり，彼女について佐藤院長は「アメリカのオレゴン州立大学で２
年間，作業療法士として正規の教育を修めて帰国した。いわば日本に於けるこの領域のパイオ
ニアだった」と紹介し，彼女との出会いを「O，T（作業療法）との出合
ママ
い，といってもいい」
と表現している（道央佐藤病院1980：101）。佐藤院長は作業療法を重要視しており，1957年か
らは「当時国画会に所属していた鹿毛正三先生の指導で毎週２回絵画工作を主とした心理的作
業療法（OT）をおこなった」という記述も病院記念誌にみられる（道央佐藤病院1975：52）。
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　佐藤病院に続いては，1963年には苫小牧緑ヶ丘病院（50床）が開設したほか，鵡川厚生病院
に精神科病床（52床）が設置され，1964年には佐藤病院の分院として柏原病院（73床）が開設
した。特に柏原病院は，開院時に北海道新聞で「養鶏，園芸場も設置し開放的な精神病院が完成」
の見出しで「市内柏原に建設中の精神病患者社会復帰施設，柏原病院（奥村利雄院長）が十五
日完成」と紹介されている（道央佐藤病院1975：32）。また夕刊でも「理想高き柏原病院」と
して，治療・リハビリテーション体制の紹介だけでなく，「病院全体から格子や錠を廃して近
代的な建物の中で開放的な療養生活を送れるようにしている」と紹介，さらに佐藤玄一院長つ
いて「日本の現状を，精神科の医師として，黙って見ていられなかったのである。この高まい
な理想が地元柏原の住民を感動させ，病院建設協力会まで組織して協力しようという気持ちを
誘発させたのであろう。精神病院の建設に地元民がこぞって協力するという特異なケースがお
こったゆえんである。この一帯は，社会復帰をめざす患者たちの楽園として，本道の，否，日
本のモデル的存在となるであろう」（道央佐藤病院1975：33）と書き，賞賛している。柏原病
院の格子や錠の廃止については，当初，保健所から「鍵と鉄格子がなければ精神病院と認めない」
と却下されたが，話し合いの結果，趣旨が理解されて建設が認可され，「このときは嬉しかった」
と佐藤玄一院長は後に記している（道央佐藤病院1980：104）。
　また，「柏原病院では地域社会との交流に力を入れた」との記述もあり，運動会を通じて部
落の人たちと交流したり，学校の学芸会に参加したりしたという（道央佐藤病院1980：104）。
外勤作業療法の開始も1969年と早く，７名ほどの患者の養鶏場への外勤が行われた（道央佐藤
病院1980：57）。
　1968年10月には，室蘭地方精神衛生協会の設立から３年後になるが，苫小牧地方精神衛生協
会が発足した。翌年には第13回精神衛生北海道大会が苫小牧で開催され800名の参加があった。
会長には王子病院の佐久間三八病院長が就任し，事業内容は「精神衛生巡回相談，相談室の開
設・運営，精神衛生思想の普及，精神衛生大会の開催，会報の発行など」とした（苫小牧地方
精神保健協会1988：31）。
　1970年11月には柏原病院が苫小牧東部大規模工業基地の開発地となったため，その地が買
収され廃止され，12月，樽前に道央佐藤病院（224床）が開院，1971年12月には矢代町の佐藤
病院を廃止して矢代クリニックが開院した（堀江1976：1005）。同年11月には道央佐藤病院内
に「苫小牧断酒会」が設立した（苫小牧地方精神保健協会1988：14）。佐藤玄一院長は，1975
年に出された病院の20周年記念誌における座談会で「特に退院した患者さんの社会復帰施設を
整えていきたい」（道央佐藤病院1975：30）と語っている通り，1972年には「前職業訓練の場」
として「株式会社しらかば舎」を設立している（道央佐藤病院1975：37，道央佐藤病院1995：
179）。また，1974年12月には家族会「ゆのみ会」が発足した（道央佐藤病院1980：57，苫小牧
保健所編1979：95，苫小牧地方精神保健協会1988：16）。
　1971年８月には苫小牧保健所にて退院患者クラブ「わこう会」が発足したとの記載が『日胆
の保健衛生　昭和52・53年版』にみられるが，詳細は不明であった。なお，苫小牧保健所の社
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会復帰学級（当初は「社会接触学級」の名称）「コスモス学級」は1978年10月に開始（道央佐
藤病院1980：53），「管内２病院から嘱託医１名，ケースワーカー３名，看護婦１名の協力を得
て，所内からは普及係１名，保健婦２名が従事し，チームを組み，連絡をとるようにミーティ
ングを確実に行なうことで，スムーズな運営につながって」いることが『苫小牧地方精神保健
協会創立20周年記念誌　20年をあゆむ』で報告されている（苫小牧地方精神保健協会1988：15
－16）。
　1981年には道央佐藤病院が352床に増床，翌年には院内喫茶はすかっぷを開設している。さ
らに1986年には共同住居「あけぼの寮」を開設するなどリハビリテーション，生活支援を拡充
させていく（道央佐藤病院1995：178－179）。また，1986年には，1979年２月より道央佐藤病
院に勤務していた緒方道輔医師が植苗病院（72床）を開院させ，現在の苫小牧市の精神科病院
の姿となった。
　緒方医師は道央佐藤病院に着任時のことを「二つの大きな印象が残っている。一つは樽前住
民の協力を求めながら治療ができる雰囲気がある。もう一つは，もっとも社会生活に密接した
都市生活の中で，矢代クリニックを中心にして外来の治療ができる。この二つがあるから，ぼ
く自身つとまっている。精神医療のロマン，障害者ととともに歩む精神医療，そこにひかれる
ものがあるんです。だから九州から北海道にきても，つとまっているんですね」（道央佐藤病
院1980：73）と語っている。植苗病院の設立は，1983年の北海道知事選挙において候補者であ
った横路孝弘氏（当時，日本社会党）を支援する「苫小牧勝手連」の結成をきっかけとして，
「精神病院の改革を！地域精神医療活動の充実した展開を！」をスローガンに1986年２月に完
全開放の病院として開院した。緒方医師は，『植苗病院10周年記念誌』において開院後の10年
間を「病院の徹底した開放化～外来診療所の開設～『病者』が街の中で暮らしてゆくために必
要な環境を整えていく活動等の10年」とまとめている（植苗病院10周年記念誌編集委員会：1，
11－12）。1987年には入院患者の憩いの場として院内喫茶「りーぶる」が誕生，「外来診療所」
としては1988年に苫小牧こぶしクリニックが開院，「気楽に通える診療所」として「溜り場で
あったり，よろず相談所であったりすることが多」かったそうである。その中で「外来患者ク
ラブ（こぶしフレンズ）」が発足，1989年には共同住居「光洋館」を開設し，1990年には職親
（「株式会社ブレインフォーム」）を開始させている（喫茶「リーブル」や院内売店を運営）ほ
か，1991年には「もなみ共同作業所」を開設している（植苗病院10周年記念誌編集委員会：13
－17，25，69）。
　以降，病院が創設した社会資源だけでなく，各地域に回復者グループが発足したりと，地域
生活を営む精神障害者や家族を支える社会資源が増えていった。
 　なお，東胆振地区の精神科医療および精神保健ソーシャルワークの歴史の概略について，
表１に示した。
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表１　東胆振地区の精神科医療および精神保健ソーシャルワークの歴史の概略ⅱ
年 月 出来事
1955 10 佐藤医院開院（10床）＊同年11月に佐藤病院に名称変更（43床）
1956 11 苫小牧地方精神衛生週間開催（主催：苫小牧保健所、後援：佐藤病院、苫小牧民報社）
1963 6
11
苫小牧緑が丘病院開院（50床）
鵡川厚生病院精神科（52床）
1964 2 柏原病院開院（73床）
1967 9 佐藤病院にPSWとして関原靖氏入職
1968 9
10
佐藤病院医療相談室開設（初代室長　関原靖氏）
苫小牧地方精神衛生協会発足（初代会長　王子病院院長　佐久間三八氏就任）
1970 12 道央佐藤病院（224床）＊佐藤病院、柏原病院を統合し樽前に移転
1971 11
12
苫小牧断酒会発足
矢代クリニック開院
1974 11 道央佐藤病院患者家族会「ゆのみ会」発足
1978 10 苫小牧保健所社会復帰学級「コスモス学級」開始
1985 11 若草クリニック開院（矢代クリニック移転）
1986 2
9
植苗病院開院（72床）
共同住居「あけぼの寮」開設（道央佐藤病院）
1988 2
8
苫小牧こぶしクリニック開院
外来患者クラブ「こぶしフレンズ」発足（植苗病院）
1989 5
10
共同住居「光洋館」開設（植苗病院）
回復者クラブ「凡人会」発足（道央佐藤病院）
1990 3
4
10
AA苫小牧グループ発足
植苗病院患者家族会「こぶし会」発足
（株）ブレインフォーム職親開始（植苗病院）
1991 10
11
苫小牧精神障害者社会復帰支援協会（もなみ会）発足
もなみ共同作業所開所
1992 回復者グループ「さざんかサークル」発足（追分町＊現 安平町）
1993 5
5
5
6
11
早来町（現 安平町）役場「社会復帰学級」開始
福祉の店「芽ばえショップ」開設（道央佐藤病院）
共同住居「芽ばえハイツ」開設（道央佐藤病院）
精神障害者家族会「はまなす会」発足（白老町）
苫小牧精神障害者地域家族会「すぎな会」発足
回復者クラプチューリップ会（はまなす会）発足（白老町）
1994 有限会社あかつき職親開始（道央佐藤病院）
回復者グループ「ボバイサークル」発足（鵡川町＊現 むかわ町）
1995 　 回復者グループ「オリープの会」発足（厚真町）
回復者グループ「回復者のつどい」発足（穂別町＊現 むかわ町）
1996 4 社会福祉法人せらび法人認可
通所授産施設「CARE CENTERアルドール」開設
回復者クラブ「ほのぽのクラブ」発足（アルドール）
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（3）苫小牧市の精神保健ソーシャルワークの歴史
　苫小牧市で最も早いソーシャルワーカーの採用は1967年の佐藤病院（現 道央佐藤病院）で，
関原靖氏が入職している。
　関原氏は札幌南高校を卒業し，天理大学に入学後，日本福祉大学社会福祉学部に編入。1961
年に卒業し，八事病院（愛知県）に入職。当時名古屋大学付属病院に勤務されていた金子寿子
氏が八事病院に週１度来ており指導を受け，その後，名古屋大学附属病院精神科に転職してい
る。名古屋大学付属病院には，国立国府台病院院長として初めて1948年にPSWを配置し，そ
の後もPSWの普及に努めとされる村松常雄教授がいたが３年後に退職。関原氏は岐阜精神病
院に移り，佐藤病院に入職するまで勤務した（関原2009：26－45，一般社団法人北海道精神保
健福祉士協会2017）。
　佐藤病院への入職は，関原氏の父が苫小牧市の中学校長で，そのPTA会長が佐藤病院の佐
藤玄一院長というつながりからであった。関原氏は，当時PSWの配置が進んでいない状況か
ら「苫小牧に移ったとき，金田さん（金田迪代氏）が札幌医大に勤務しているのを知って，会
いに行きました。（中略），じゃあ勉強会みたいなのをやろうかって」（一般社団法人北海道精
神保健福祉士協会2017：5）。金田氏，関原氏が中心になって開催した道央地区のPSW研究会
には，西胆振地区にはなるが1967年に市立室蘭総合病院祝津分院に入職した佐々木敏明氏が，
1968年に伊達赤十字病院に（MSWとして）入職した清水耕策氏が，1969年に恵愛病院に入職
した遠藤三千之氏が参加していた。ほかにも，胆振地区では病院間の交流が盛んであり，苫小
牧の佐藤病院，伊達赤十字病院，恵愛病院の三病院で「日胆地区精神病院連盟」が1957年に発
足し，以降，伊達赤十字病院，室蘭市立病院祝津分院，恵愛病院，など参加病院を増やし「日
胆地区精神病院連盟患者対抗ソフトボール大会」や「バレーボール大会」などが開催され（遠
藤1984：166，橋本ら2019），その大会でも佐々木敏明氏らとの交流もあった（一般社団法人北
海道精神保健福祉士協会2017）。
　なお，現在も続いている日胆地区ソーシャルワーカー協会は，1965年に日本社会事業大学を
卒業した登別厚生年金病院MSWの芝田卓夫氏（元北広島リハビリセンター常務理事），洞爺
協会病院，室蘭保健所などでソーシャルワークを行っていた数名で勉強会を行っていたことか
ら始まり，1967年８月23日に室蘭市立病院の柘植重夫院長の呼びかけにより発足した「日胆医
療社会事業協会」が前身である。当時より施設加入の会員制であり，各施設より会費を徴収し
1997 3 柳町診療所開院
回復者クラブ「つくしサークル」発足（すぎな会）
1998 4 地域作業所「芽ばえプラザ」開設（道央佐藤病院）
1999 9 精神障害者地域生活支援事業開始（社福）せらぴ
2000 4
4
4
生活訓練施設「遊友荘」開設（植苗病院）
共同住居「光洋館」閉館
苫小牧地域生活支援センター開設（社福）せらぴ
126 橋本：北海道　苫小牧における精神保健ソーシャルワークの歴史と展開
ていた。1970年代から80年代にかけて，以下に示すように精神科医療機関や福祉施設などの新
設に伴い，PSW，MSW，福祉施設生活指導員，福祉関係行政機関職員など多岐にわたるソー
シャルワーカーが増え，会員数も増加し，独自のネットワーク機能を確立した。1995年に現在
の「日胆地区ソーシャルワーカー協会」に名称を変更し，その後も活動を継続し，2018年には
50周年記念式典を開催している（日胆地区ソーシャルワーカー協会2018）。 
　また佐藤病院においては，関原氏は「国内は及ばず海外への精神医療にも熟知している佐藤
院長のひろい観点のもとで働くことができ，数多くのことを教えられました。特に先生の地域
との交わりを大切にしている態度には非常な感銘を受けました。また当時は，それまでの病院
中心・入院中心のいままでの精神医療が反省され，地域の中で患者さんをケアーしていくとい
う地域精神医療の考えが浸透してきた頃でしたので，私も保健所の保健婦さんや福祉事務所の
ケースワーカーの人たちと一緒にケース検討や訪問活動をしました」（道央佐藤病院1975）と
当時の先駆けとなっていた実践を振り返っている。
　その後1968年には医療相談室を開設し，関原氏が初代室長となり，1969年には山田待子氏，
緑川雅子氏の２名のPSWを増員した。1970年10月に退職するまで（道央佐藤病院1975）PSW
業務の礎を築いた。関原氏は樽前に移転するのを契機に退職し，静岡の榛原総合病院を経て，
東京の鶴が丘病院の創立に携わるなど，以後東京で活躍した。
　また佐藤玄一院長は1982年の日本精神医学ソーシャルワーカー協会札幌大会で講演するなど
道内のPSW普及に貢献している。関原氏退職後もソーシャルワーカーを増員し，1971年には
菅原京子氏，大山徹氏，原一男氏，1972年には山口幸三氏，鈴木康弘氏，木村寿江氏が，1973
年には後に医療相談室室長，リハビリテーション部部長や矢代クリニックの医療相談室室長と
なる佐土原美和子氏のほか，田中稔氏（1976. 8退職），中井絹子氏（1977. 1退職），宮沢礼子氏
（1977. 4退職）が，1974年には佐藤英雄氏（1977. 11緑陽園に異動）と入職が相次ぐ。特別養護
老人ホーム緑陽園の開園などに伴う人事異動などもあったが，医療相談室には常に５人以上の
PSWが配置されていた（道央佐藤病院1975）。
　先述した1974年の家族会「ゆのみの会」の発足は，医療相談室からの発信だった。「48年，
病院の相談室内で，家族会をつくろうということで，会の是非について議論されて半年後，家
族の会ということで，チェックした家族の方を招集したのが，家族会のはじまりであった」と
佐土原美和子氏が記している。病院側がイニシアチブをとることに当初ためらいがあったそう
で，「ただよびかけて，あとは，家族にまかせるという結論に達した」結果の発足であったと
いう（道央佐藤病院1980：56）。
　さらに社会復帰支援が本格的に始まる1975年以降では，1976年３月に谷川聡氏，1978年４月
には大学時代に精神衛生センターで金田迪代氏の実習指導を受けた鈴木（旧姓 谷）浩子氏が
入職している。鈴木浩子氏は1980年に発行された『たるまえの丘～25周年記念特集号～』で
医事主任の肩書ではあるが，大学時代の精神衛生センターでの実習およびボランティアでの
利用者との関わりについての卒業論文の要旨を掲載している（道央佐藤病院1980：118－127）。
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同年８月には榊原省二氏，11月には後に医療相談室長となる村岡弘氏が入職。さらに1979年６
月には後に佐藤玄一院長，佐土原美和子氏と「やどかりの里」「創造印刷」への見学研修に行
った沢頭吉信氏が入職（道央佐藤病院1980：127－128）するなど，ソーシャルワーカーが院内
での地位を確立していったものと思われる。
　1986年２月，植苗病院が開院。道央佐藤病院に勤務していた榊原省二氏が採用されている。
相談室がおかれる８月までは事務所属であったが，ケースワークとアルコール依存症のグルー
プワークを行っていた。９月には相談室２名，心理室２名の合計４名体制で相談室が発足し，
榊原氏が初代相談室長となる。発足当初は「主に入院相談やケースワーク，精神衛生法の事務
手続き，資料作り，スポーツやレクリェーションなどの企画立案と実施，断酒会や保健所コス
モス学級，ふれあい広場など対外的なものへの参画もした」と『植苗病院５周年記念誌』に榊
原氏は記載しており，その後の農耕，院外作業，『ニュースうえなえ』の発行や共同住居検討
委員会，外来患者クラブ，訪問看護と職親開拓などと業務の拡大について触れ，「新しいPSW
が入ったにも関わらず，忙しさをきわめた年であったと同時に相談室の基礎固めの年でもあっ
た」（植苗病院1990：30）と記されている。さらに『植苗病院５周年記念誌』には，農耕につ
いては柴田洋氏が，教養講座について本間香氏（現北翔大学　寺田香講師）が，訪問看護につ
いては望月和代氏（現札幌学院大学　教授）が，共同住居については吉本政秀氏（現社会福祉
法人せらぴ　総合施設長）らが，それぞれ担当した業務・ソーシャルワークについて報告して
いる。開院当初より，緒方道輔院長が掲げた「精神病院の改革を！地域精神医療活動の充実し
た展開を！」というスローガンの大事な車輪としてソーシャルワーカーがフル回転しているこ
とが窺える。鈴木氏によれば「行政との関わりも多く，市役所，生活保護課，保健所・保健師
さんとのつながりが結構深くなって，勉強会とかもしていた」とのことで，その後の社会資源
開発においてもこのネットワークが生かされてくる。当時の植苗病院の開設前より取材をして
いた苫小牧民報社の中田英輝氏は『植苗病院５周年記念誌』に記者として「ひらかれた病院づ
くり」を執筆掲載している（植苗病院1990：67）。中田英輝氏は，その後苫小牧民報社を退職し，
社会福祉法人せらぴのソーシャルワーカーとなり，植苗病院を退職した吉本政秀氏と医療機関
を母体とし社会資源の創設に尽力した。
　吉本氏は中学を卒業後，就職したのちに定時制高校に入学し，明治学院大学に進学してい
る。大学時代には，やどかりの里の谷中輝雄氏や藤井達也氏との交流もあった。卒業後は北海
道での就職を希望し，卒業時に当時精神衛生センターにいた佐々木敏明氏を紹介される。また
明治学院大学の先輩である北海道社会福祉協議会の大内高雄氏（元北星学園大学教授）の伝手
により植苗病院に1987年に就職した（吉本氏インタビューより）。吉本氏は，1989年10月に開
設された共同住居「光洋館」の共同住居検討委委員会のメンバーとして地域住民への説明会に
際しての町内会役員との交渉等，中心的な役割を担った。「光洋館」開設後は入居者の仕事の
場を求め，職親制度の活用などもしたが，作業所の必要性を感じ，植苗病院とは別組織である
「苫小牧精神障害者社会復帰支援協会もなみ会」を設立し，「もなみ共同作業所」を発足された。
128 橋本：北海道　苫小牧における精神保健ソーシャルワークの歴史と展開
設立にあたり，吉本氏は道央佐藤病院，植苗病院，苫小牧緑が丘病院に資金提供を受け，各院
長が相談役となって，利用者の通院先を問わない施設として運営を始めた。このことを契機に，
吉本氏は植苗病院を退職した。社会福祉法人の設立に向け，社会福祉法人の設立に向け，４月
に「もなみ共同作業所」内に「（仮称）地域ケアセンター開設準備室」を設置，５月には「法
人設立準備委員会」を立ち上げた。苫小牧保健所，市内３精神科医療機関にオブザーバーとし
て参加してもらい設立準備委員会を開催。８月には通所授産施設の建設支援を求め，「もなみ
会」を中心に１万人の署名活動を開始するなど本格的に活動を開始した。また，植苗病院や光
洋館の取材をしていた苫小牧民報社の中田英輝氏（先述）が署名活動などについて記事として
取り上げたことにより，市民意識の醸成，機運を高めるなど後押しがあった。さらに吉本氏は
法人設立，授産施設開設の計画書等の作成にあたって，すでに帯広ケアセンターを開設し，光
洋館設立準備時に施設コンフリクトについて話を聞きに行った門屋充郎氏を訪ね，助言を求め
るなど，着々と準備を進めた。1996年３月に社会福祉法人の認可が決定，４月には通所授産施
設CARE　CENTERアルドールを開設した。2000年４月には苫小牧地域生活支援センターの
開設を始め，以後苫小牧市，千歳市に社会資源を創設していくことになる。
　他方植苗病院では1998年１月に援護寮建設検討委員会が発足した。苫小牧市内の住宅地であ
る柳町に生活訓練施設（援護寮）の開設が計画され，７月には援護寮建設第１回住民説明会が
開催された。すぐに「援護寮建設に反対する住民の会」が結成され，植苗病院，苫小牧市，苫
小牧保健所に要望書が提出された。苫小牧市，保健所も出席のもと植苗病院住民説明会を実施
した。当時の苫小牧保健所には1984年10月から1986年５月まで苫小牧保健所で普及係長をされ
ていた西陰貞子氏が1998年４月から再び苫小牧保健所に勤務していた。西陰氏は保健所として
反対運動の対応にあたり，植苗病院の榊原氏（当時は事務局長）や鈴木浩子氏等と連携し，病
院と地域住民をつなぐ役割を担った。建設済みの千葉県東金市にある生活訓練施設の共同視察，
全国の市街地や住宅地に開設されている生活訓練施設にアンケート調査を実施して，12月には
苫小牧保健所主催で「地域精神保健懇話会」を開催した。視察やアンケート結果を報告して地
域住民の理解を求め，生活訓練施設「遊友荘」の開設に尽力された。西陰氏によれば，苫小牧
では吉本氏を中心とした勉強会・研修会があり，病院PSW，福祉施設PSW，行政担当職員ら
が参加していた。西陰氏もよく参加し，社会資源開発やPSWとのネットワークづくり，友遊
荘の設置ほか，苫小牧および登別・室蘭での保健所業務，退職後の登別市での事業所の開設・
運営の礎になっていったと思われる。
　また「遊友荘」の運営委員会には町内会にも入ってもらったり，施設長となった鈴木浩子氏
は，明野柳町町内会の夏祭りに出店したり，地域住民に施設を開放したり，住民との合同レク
を開催するなど，地域住民との積極的な交流を図る施設運営を行った。
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４．小括：苫小牧における精神保健ソーシャルワークのありよう
　苫小牧市の精神保健福祉の特徴として，３点挙げることができる。
　１点目は，国内でも早期にPSWが普及した東海地区で実務経験のある関原靖氏が佐藤病院
に最初に配置され，道央地区のPSW研究会発足，現・日胆地区ソーシャルワーカー協会への
関与は全道に影響を与えた。また，保健所や福祉事務所と共にケース検討や訪問活動を行って
きたことは，今日のネットワーク醸成に至る地道な実践であった。このことは，組織内外の信
頼を得て数多くのPSWの採用に至った。
　２点目は，主に地域活動を担ってきた道央佐藤病院，植苗病院が共に早期から社会復帰活動
に熱心であったことである。1990年代前半までは両病院が法人内に地域資源を設置する形態で，
地域生活支援を行った。ソーシャルワーカーは各職場の運営に携わる重要なポストを担い，病
院内，法人内での立場を確立させていった。道央佐藤病院は法人内で事業を拡大し，植苗病院
においては地域連携を図ることにより，社会資源開発にソーシャルワーカーが関与した。
　３点目は，医療機関を母体としない社会福祉法人の設立によって，1990年代以降は病院の枠
を超えた地域の拠点・社会資源づくりが活発化したことである。この組織化には吉本氏の存在
が大きく影響しており，市民運動や行政とのつながりも深く積極的であった。道内でも苫小牧
は民間精神科病院中心の医療供給体制でありながら，病院から独立した地域活動によって多様
な社会資源が創出されたことが，特筆すべき点である。
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　また，本研究・調査にあたり，北海道内の先駆的なPSWのお１人であり北海道医療大学の
佐々木敏明教授には都度ご助言をいただき，さらに今回は植苗病院のPSWとしてご活躍し，
現在は精神保健福祉士の養成に携われております札幌学院大学の望月和代教授，本学の寺田香
講師には種々，ご助言をいただきましたことを，この場をお借りし感謝申し上げます。
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付記
　本報告は，2017～2019年度科学研究費助成事業「北海道における精神保健ソーシャルワー
クの歴史記録と教育コンテンツの構築」（課題番号：17K04230）の成果の一部である。
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